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1992^11 月から12月|ごか廿， 海洋科擧 技謇･センタ ーの潜7ｔ● 麦粉「 しんかい・ｓ 」 と母着

「 よこすか」による マリアナ中 部から南郎海嫉 の櫚査を 行い， 合叶la回 の瀲航調 査を週じて多

く の知見を得 た． アルビ ン号が1鶉7年に発見して以來，５年 ぶり の再訪 となり た中 部マリ７ナ

ト ラフ飢水域CAlioe ｓｐｄ哺ｓ ｎａｉ:16*13'  N. 144*47  E) では ，５年 前 とａ ぽ同 様の誨痙●

水活動が害盖 してい ることを， ●lcの量奮 （2ｓa℃）. 氤ｊ（４=物の分布伏況．及び差 水の化学甎

成 より碓瑟 した．甫 郎マ・ アナ海域 では ．嵩溝 隍劃斜 面に初 めて潜航し. dftftTff ないＬ上部

マ ｙトルに由 来す る岩石を 擬取 した． 前弧の断 層面 から4ま， ●i斤政大成活恥を示峻 する玄武岩

を 採取し た． また． 剛郎 マリ アナ鳥弧と背弧海 童の接 近域 での瀲鵬 翼査 では，鳥張 玄氏岩と青

彌 掏 貧 重武 岩 之の 中 間 的性質 を もつ 玄 武岩 を採 取 Ｌ た． さら に． 南 部 マリ ア ナ鳥偏 海山
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(1ｒ24'Ｎ，14ｒs5' Ｅ) の山圃付近において． 温度ｌ】2℃の為水を 噴出 する チムニ ー群を 発見し

た．本膳瞳●壷航海 の成果をもとに．我々 枕マり アナ海驢全城口海溝一 鳥弧７ 膏 瓠海盆 テクト

ニクスと海底火城盾 勦・熱水活 ●の絶合的觧明に向 り て．大 きなｌ多 を暗 み山す ことか できる

であろう．

キーワー ド：中 部 マリ アナ海域． 南都 マリアナ梅姚 鳥糺 梅 溝，眥瓠海盆，海 底為水 活動
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Hydrothermai  Area  and  Discovery  ol

Hydrothermal  Vents  in the Southern

Mariana  Region
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We  had  ten  dives  of  the  submersible  "Shinkai  6600*  together
 with  its mothership

"Yokosufca*  ot  JAMSTEC  in  the  mid-to  southern  Mariana
 areas  during  November  to

December,  1992  We  revisited  to  the  mid-Mariana  Trough  hydrotherro&l  site (Alice

Springs  Field i16s  13' N. 144*4?  £) five rears  alter the  discovery  by  the
 submersible  Alvin

in  1967. It  was  confirmed  that the  site had  maintained  the  similar  hydrotternul  activity

during  the  five years,  because  Kite highest  Auid  temperature  {2WFC),  density  oi  "Biological

vent  communities.  and  chemical  composition  of  the  hydrothermal  end/nember
 were

compared  well  with  those  observed  five years  ago.  In  the
 southern  Mariana  area,  we

dove  to an  inner  trench  wall  to  recover  ultramafic  rocks  originated  from  lower  crust  or

upper  mantle.  Fresh  basaltic  lavas  were  found  to  outcrop  on  the
 side  of  a southern

Mariana  forearc  fault, suggesting  recent  forearc  volcanism  related  to the  fault  activity.

In  a transient  gone  between  the  southern  Mariana  arc  and  baekarc
 systems,  basaltic  rocks

with  intermediate  characteristics  were  recovered.  It  should  be
 emphasised  that  a new

hydrothermal  vent  site with  202*C  fluid was  discovered  at the  summit  (depth:  1.470m)  of

an  arc  seamounl  at  (13*24'N,  143*55'E)  in the  southern  Mariana  Trough.  These
 new

findings  obtained  during  the  Y9204  cruise  will  help  us  make  much  progress  toward

synthetic  understanding  of treneh-arc-bacterc  system  associated  with  volcanic
 activity

all  through  the  Mariana  area.

ＪＡＭ 釘 ＥＣＪ、Ｄ軸pS ●、Ｒ●S｡10 （19 闢
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HydrolhermaJ  acidvity. TRANSARC

１ ． は じ め に

日本海 涓 及 び その 南側 に碗 く マ リ ア ナ海 溝 で は。 太平

洋 プレ ート が フ ４ リ ピ ン海 プ レ ート の下 側 に 沈 み込 ん で

い る。 マ リア ナ 喬溝 の西 側 に は， 南 北方 向 に細 長 く 続 く

鳥弧 の火 山列 があり 。 は るか 北方 で 日本 列 島 と つな が 。

てい る。 さ らに 鳥弧 列 の西 側 に は， マ リフ ナ ト ラフ と呼

ば れ る背 彌 晦盆 があ る。 ここ では 大 洋中 央 海 嶺 と同 じよ

うに ，地 球 原都 より 高温 の マ グマ が 上昇 Ｌ， 海 暖 が 東西

方向 に鑓 大 し つ つあ る。 この よ うな 鰛鑢1のプ レ ート 拡大

軸 では， 弟 い墻 釐内 にし み込 んだ 海 水 が 熱 水 と な り ，岩

石 からさ ま ざ まな化 学 成 分を 溶 か し だし て海 水中 に 嘖出

し ている 。 一方 翳弧 海 盆 にお い て も，太 平 洋 プ レ ー １ａ

沈 み込み に 伴 う 冷湧 水 の Ｌみ だし が 起 こ り， 蛇 紋岩 の海

山 が形成 さ れ て いる 。 こ のよ うな 海 底 の 熱 水 ・ 冷水 活動

に よりて ， 地殼 の化 学 組成 や ， 海 洋 の物 質循 環 が ど のよ

うに 彫響 を 受 け てい る の か， ま だ 未 知 の 問題 が山 積 して

い る。

l 惆2年 に 行 な わ れ た東 大 海 洋研 の 白 鳳 丸gH82-1 次航

海 で， マll フ ナ・ ラ フ中 都 海 域 の 諏Ｉ 水 中|こ海 底熱 水 銛

勦 に起因 す る と みら れ る メ タ ンガ ス漫度 異 常 が 初 め て検

出 さ れた（Ｈｏritｓ ｅtａ）｡｡1986）。 マ リ ア ナト ラ フは ー ●

注 目を集 め，19 豺年 には アメ りヵ の潜水 船 ア ルビ ン号 が

当海 域 の 海暖 を 精 豪 ， 水 潔 亂恥Om の 海 底 で 洫 塵287‘ｔl ご

逓 す る熱 水 噴出 現象 （e4. Ｃrｉ ｇ ｅtal.,1987 ） や， 前 弧

海盆 にお い て冷 水を 湧出 する 炭 酸 嘸 チＡｘ － を 発 見 し た

（Ｆｒyeret ・1.｡1190）。 し かし それ 以 糺 当 熱 水 域 で の潜

航髑 査 の機 会 は なく 。 熱 水 ・ 冷 水 活 動 の さら に 詳和 な 観

耐 や，経 年 変化 の長 期観 測な ど。 重 唇 な 研究 が停滞 し て

い た。

折 し も我 が 国 で は ，1990 年 に海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー

Ｑ ＡＭＳＴＥＣ） が， 世 界最 蔗 の 潜 航 能 力 を 有 す る 「 し ん

かい魴00 」 の運 航を 開始 し， マ リ ア ナ海 域 が 射 租距 鑛内

に 入・ て き た 。ＪＡＭ ＳＴＥＣは 直 ち にＴＲＡＮＳＡＲＣ叶 画

（鳥 弧 横 断 潜水 叶面 ） に 着 手 し ， そ の一 爾 と し て， マ リ

ア ナ海域 の濃舳 胄 査 が19 鯰 年Ｕ 月 か ら12 月に か けて 央施

され る運 ぴにな 。た。

２．航海及ぴ 研究戚果

本航海の成果概略はすでに魂報されている（Ｇａａ ）

etaL, 1993a, b; 牆 生1993 ）が，ここではさらに詳し

く黼誨叙告をまとめる。

JAMSTECJ. Ｄｌ ｐＳ●ｌｌ●ｓ･｡1０ (1994)

「 しん か い6500 」 を 搭 載 し た母 船 「 よ こ す か」 は ， 」1

月 ５日13 時に グア ム 鳥を 出 港 し，11 月191ﾖ13 畤 か らＵ 月

加 日16 時 ま で 研究 者 の一 部 交 代 の た め|こｆ イパ ｙ 鳥 に寄

趣 し たほ か1ま，12J11 日 ９時 に再 ぴグ ア ム鳥 に 帰港 す る

ま で。 潜 航 闃 査 と海 底 地 形 調 査を 続 行 し た。ｇ 下Ｕ 月 Ｓ

日 か ら19 日 ま でを 揶 １ レ グ，11 月21 日か ら12 月 １ 日 まで

を 揶 ２ レ ダ と 呼 ぷ こ と|ごす る。

２． １　 篳 ｌ レ グ

黷 船 研 究 者 は， 纖 生 ・ 太 田 ・ 柴 田 一山口 一千葉 ・ 玉

岡 ・ 益 田 一石 橋 ・ 田 中 ・Ｒｏｎｌ・Ｒｅｙsｅｎｂａｃｈ･ Ｋｄy の

12 名 で あ・ た 。

揶ｌ レ ダ は ，中 部 マ リ アナ ト ラ フ の海 底熱 水 活勳 の学

原 的 闕 査 を 目 的 と し ，1987 年|こア メ リカ の潜 水 躙査 舶 ア

ル ビ ン 号 が 兇 見 し た 熱 水 活 動 域 （遠 称Alice Springs

Field:18 °ぼ Ｎ,144 °42’Ｅ） 及 び そ の周 辺を 集中 的 に囀

査 し た （ 図 １ 参 照 ）。 こ の地 点 で は ， 本 航 海 に先 だ 。て

行 な わ れ た 「 よ こ す か 」 のｙ9203 航 海 （甘席 研 究 員: ●

岡 換 太 郎 一徳 山 英－ ） で す で|ご２ 回潜 航 調査 か行な われ

（潜 航 毒140 及 ぴ141 ）， その 際 に係 留 さ れ たト ラン ス ポ ン

ダ ー （ ３ 基） が そ の ま ま 本 航 海 で も 活 用 で き た。 当 初 ９

回 の潜 航 を 叶 測 し て い たが， 瞿場 海 域 の 珮と うね り が予

想 外 に 強 く 。 結 岡 Ｓ 回 の潜 航 に と ど ま うた。 海況 の惠

か う た原 因 は ， 日本 付 近 を適 遇す る移 動 畦高 気 圧 が例 年

に な く 陶 側に はり出 し， そこ から の吹 き出し に よ る 強屬

と う ねり が終 始 卓越 し てい た こと， 及 び レダ １の後 半に

非 常 に 強 い 台 風 （31 号 ） が ダ７ ム 鳥付 近 を湯 遇 し た こ と

な ど であ る。

Ｓ回 の 潜 航 の潜 航 者 及 ぴ専 門分 野 は以 下の とお り であ

る ：＃152 （ 無 生。 匍 球 化 学 ）， 毒1 闘 （ 太田 ，生 態 学），

＃154 （Ｒｏｎａ. 地 球 勧 理 学 ）， 非155  (玉 岡， 徼 生勧 学），

及 ぴ ＃156 （柴 田 ， 地 質 学 ）。 各 潜 航 で 叺 それ ぞ れ異

な･･ た研 究 分 胃 から こ の熟 水 活助 系 の畔 しい 調 査 と 試料

採 取 が行 な わ れ た。 Ａｌｉｃｌｓｐ由 ｇｓ Fieldの熟 水着 鳥 が再

確 認 さ れ （ 写 輿 １ 参 嚮 ）， そ の熱 水 活 動 状況 が ５年 前 の

ア ル ビ ン 爾査 の畤 と ほぽ 同 じ であ る こ と が明 らか に な 。

た。 熱 水 の 最 高 温 度 は 飄 ）ｔ で， ５年 前 に 観 測 さ れ た

287 ℃ と ほぽ 同 一 で あ 。 た。 ま た 為 水 性 生 物 群集 の 生息

状 況 が ，1987 年 の ア ル ビ ン潜 航 と 今 回 の 潜航 の両 方 に参

加 し た 太 田 に よ･３て 廱 接 比 較 さ れ ，Ｓ年 前にlj ほ と ん ど

見 ら れ な か・ た一 租 の 白色 巷 き貝 がや や 繁殖 して い た点

を 驂 く,と， こ の ５年 間 で大 きな 変 化 のな いこ とが 確 認 さ

jｇ



図 １ マ リア ナト ラフ 海域 に おけ る1992 年の 『 しん かい6500 』 潜 航調 査 点の 位・

Fig.  1 Ｌｏｃａtｉｏｎ ｏｆ the ten dives ｏにＳｈｉｎｋａｉｇＭａｌ’ｉｎｌｈｅ Ｍａrｉａｎａ ＴrｃｕghduringtheY92 叫cruise  in  1992,

れた。熱水ベンド付近を中心とする50m ｘ50m の範囲内

の熱水活動状況と海底直上の水温分布が詳しくマッピン

グされ，熱フラックスは6  ±2MW と見堕られた（ＲＱｎａ

et al｡未発表）。

献料探取は主に潜航研究者の研究目的に基づいてなさ

j5δ

れたが，必要に応じて，船上研究者あるい|ま陸上に待機

する研究者からの要魂も考砲された。例えぱ，当初予定

していたＲｅｙsenbach の潜航は海況不良 のためキャン

セルされたが，彼女 の持参し た熱水性 禄生物採取用

Ｖｅｎtcap の訛置と回収が，それぞ れ潜航#154 と＃１５６

JAMSTEC､J.  Da≪p S●a R･s.｡10119e4】



を 利 用 Ｌて行 な わ れ た。 ま た， 熱 水噴 出 孔 に 肴 有 の貴 重

な フジ ッ ボ類 の採 取 も行 わ れ た。

爾出 する 熱 水 の 探取 は， 柵 航 毒154 で 主 に 行 わ れ た。

熱 水 の 採 取 に は，「 しん かい6500L 」用 に 製 作 し た 黒 水 採

水 昏 （濺 生 ほ か，1 恥4 ） を 用 い た。 芻 ら れ た 試 料 は.

Mg 濃 度 が～ｌｍＭ で， ほ と ん ど 純 粋 な 熱 水 エ ン ド メ ン

バ ーと 考え ら れる 。 表 １に。 今 回 の熟 水 の化 学分 析 結 果

と, 1987:年に アル ビ ンが同 熱 水城 より 擂ｌr し た熱 水 の 分

析 デー タ(Campbell ｅt al.，1987 ；Ｋｕｓａｋａｂｅ et  aL,

19匐 ） と の比 較をｉ し た。 これ ら の化 学 成 分 で比 較 す る

か ぎり. 198? 年か ら1992 年 の ５年 間に ， 熟 水 の化 学 組 成

に大 き な変動|まな い こ とが わ か る。

採 取 さ れた 熟水 チムニ ー の鉱 働 钁４ は， 大 阪市 立 大 学

のＸＲＤ を用 い て測 定 中 で あ る。 表 ２ に こ れ ま で に 碍 ら

れ たデ ータ の 中 間 報 告 を 示 す 。 潜 航＃152 の 試 料 は ， 重

晶 石や 硬石偏 のほ かに 黄 峡 鉱 ・ 閃 亜鉛 鉱 な ど 硫化 物 を 豊

富 に含 ん でい る。 こ のよ うな 熱水 チ ムニ ーを|まじ め とす

る海 底 試料 や熟 水 活 ● の匯 鈿な 映 像 が。 我 が 国の 主 導 で

入手 さ れ たの|ま本 航 海 が 初 めて の こと であ り ， 今 後 そ れ

ら の分 析 や解 析に よ る多 く の研究 成 果 が期 待 され る。

２． ２ 第 Ｚ レ グ

乗船 研 究 者 は ， 麗 生 一石 井 ・ 益 田 ・ 角 俯 ・ 田 中 ・

Fryer ・ Ｊｏｈｎsｏｎ の ７ 名 で あ・ た 。 こ の レ ダ で は ， 中 部

マ リアナ の前 弧及 び海 溝 嫉 の調 査 が予 定 さ れ てい た。 し

か し。 第 １レ グ終 了 時に ， 強 い 台 隰 （31 号） がグ ア ム鳥

近 海を 逎適中 で， さ,らに ， 非 常 に 強 い 台耳 （30号 ） が東

か らグ アム鳥 に接 近中 であ・ た。 この よ うな 気象 状 況 か

ら みて 。中 部 マリ７ ナ海 域 は第 ２ レ ダ のかな り の 長期 に

わ たり 潜航 不 能 の 荒 天 が続 く と 予 測 さ れ た。 そ こ で急

表 １ 中 鄒 マ リフ ナ ト ラ フAI 沁e Spr ｉｎｇｓ Field で ， 今 回

(1992 年 ） の 潛 黔 ● 矗 で 得 ら れ た熱 水 と ，1 畭7 年 の ア ル

ピ ン 屑 麌 の 際 に 得 ら れ た 熱 水 と の 間 で の ， 主 疊 化 学 成 分

濃 度 の 比 鮫 。 後 者 の デ ー タ はCampbell et al. （1987 ）

及 びKusakabe ｅt al. （19941 ） に よ る 。

Ｔａｂｌｅ １ Comparison ０１ ｍ ａｊｏｒ ｃｈｌ ｍｉｃ＆１ ｃｏｍｐｏｎｅｎｌｓ ０１

hydrothermal ｅｎｄｍｅｍ ｂｅrｌ from Ａ Ｕ俚Spr ｉｎｌｓ

Field ㎞1he mid-Marians Trough ｂｅtｗｅｅｎ thjs

study and Ihe 1987 Alvin di ｖａｓ （Ｃａｍｐｂｅｌｌ ｅt 叺

1987 ；ＫｕｓａｋａｂｅｅtalJ990 ）｡
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きょ ， 第 ２ レグ の潜航 海域 を 台蔵3｛｝号の予 忿 地路 の南 側

ヘ シ フ ト さ せ， 南 部 マ リ ア ナ海 域 （j 匕緯11-14 度 付 近 ）

の海 溝 の爍 側斜 面， 前 弧 域 ，及 び背 弧海 盆 （ 南 部 マ リ ア

ナ ト ラ フ） を ， 新 た な 潜航 タ ー ゲ 。卜 に す る こ と と し

た。

こ の梅 域 での 潜航 （ ５ 回） は， い ずれ も世 界 で最初 の

もの であ る。 そ れ ぞれ の潜 航 者及 び専門 分 野を 以 下に 示

す ：＃157 （ 石 井。 地 質 学）， ＃158 及 び159 （Ｆryer ， 地

質 学 ）， ＃160 （益 田 ， 地 球 化 学 ）， 及 び ＃161 （John･

son. 地 質 学 ）。 潜 航 点 の 位 置 は 図 口 こ示 し た 。 潜 航

＃157 は， 海 溝 の 陸 側 斜面 （最 深 地 点:6X ）86m） に 潜 航

し ，洫l鏨断 面の 観 察を 行な うとと もに ， 地 般下 部 ～ マ ン

ト ル起 原 の岩 石 試 料 （/ヽル ッ パー ジ ャイ ト ）を 探 取し た

（・hii et aL 1993 ）。 潜航 ＃158 及 び159 で は， 大 規模 な

前弧 断層 の斜 面 か ら比 鮫 的新 鮮な 玄武 岩 質 溶岩 が 採取 き

れ， 前弧域 に お け る火 成活 動 と流 体 循 環 が こ の断層 活 動

と連 挑し てい る こ と が指摘 され た （Ｆｒyｅr，1993 ）。 こ こ

で採取 さ れ た海 氷 堆 積吻 及 び岩 石 は ， 今後 詳 し い化 学

分 析 が行な われ る 予定 であ る。

最後 の２潜 航 は 兩留 マリ ア ナト ラフ内 で行 われ た。 ま

ず当 海域 の詳 し い海 底 地形 図が ，「 よ こす か」 の マル チ

ナ ロ ービ ー ムに よ 。て作 成 され た （ 図 ２ ）。 これ に よ る

と， ト ラフ拡 大 軸 は，N20 °Eの方 向 に雁 行 して統 い てお

り ， その東 側 に は 大小 いく つ もの 海 山 が ほぽ 南北 方向 に

並 列 し てい るこ と が 明 らか に な ウ た。 潜 航 ＃160 は， ト

ラ フ拡 大 軸 の す ぐ 東 側 にあ る海山 （山 頂 の 水 原 約3,000

m ）を タ ー ゲ ッ トと し， 海山 の麓 に お い て。 拡大 輸に 平

行 す る活 助 的 な 裂け 目 を観 察 し た。 し か し この梅 山 の 火

成 活 動 は す でに 停 止 し てい た。 絖 い て 潜 航#161 が， さ

ら に 東側 の 海山 のｌ つ （山 頂 の水 掫約1,500m ） で行 わ

れ， その山 頂 付 近 で ， 最 高2a2 ℃ の熟 水を 畷 出 す る進『廖

熱 水 活動 が 発 見 さ れ た（Ｇａｍｏ ｅtal. 1993a ; Johnson

ｅtal.1993 ）。 こ の熟 水 域は ？ｏrecast Vent Field" と 名

付 け ら れ， 惜 し く も熱 水 は 採 取 で き な か ウ たが ， チ ム

ｓ 一物質 や 岩 石 試 料 が多 数 採取 さ れ た （ 写 裏 ２ 参 照 ）。

ま た，中 部 マ リ ア ナト ラ フのAliceSprin 郢Field と類 似

の熟 水生 物 群 集 を伴 うこと も明ら か に な･・ た。

こ れまで マリ ア ナ海 域 では中 部 ト ラ フ域 に の み 知ら れ

て い た高 温 の海 底 熱 水 系 が ， 南 部 マ リ ア ナ海 域 ま で 広

が ってい る こと が 穡認 さ れ たこと は ， マ リ ア ナ洫 鑢か ら

の熟 ・勧 質 フラ ック スを正 確 に見 積 る うえ で きわ め て重

要な 発 見 と言 わ ねぱ な らな い 。

潜 航＃160 及 び#161 で採 取 さ れ た玄 武岩 の主 要化 学 成

分 分 沂 よ り ， ＃161 岩 石 は マ リ ア ナ 鳥 弧 型 玄 武 岩 の 範

j5S

ち ゅうに あ る のに 対 し ， 鼻160 岩 石 は マ リア ナ鳥 弧 と マ

リ ア ナ背 弧 海 盆 と の 中 間 的 な 玄武 岩 の 性質を 示す こと が

明 ら かに な ウた （益 田 ほ か，1993 ）。 ま た， 潜 航＃161 で

擂ly さ れた 熟 水 チ ム＝ － は。 表 口 こ示 し たよ うに 硬石 膏

と石 膏 を 主 成 分 と し。 潜航 毒152 の チ ムニ ーに 比 ぺて硫

化 物 を ほ と ん ど 含 ん で い な い とい う特 徴を示 す。

２． ３　 マ ル チ ナ ロ ー ビ ー ムに よる地 形諞 査

本 航 海 で は，「 よ こ す か 」 に 装 備 さ れ てい る マ ルチ ナ

ロ ーピ ー ムを 。潜 航 海 域 の事 前調 査に 用 い る以外 に， 時

間 （特 に 夜 間 を利 用 ） と 海況 の許 す か ぎり， より 広 域 の

梅 底 地 形 の マ ッ ピ ング に 活用 し た。 以 下 に舞 晝 し た海敏

を ま と め て 示 す （ 図 ３ 参 鰕）。

海 嫉 Ａ: 第 １レ グ の11 月 ６ 日～ ９ 日 に かけ て調 麦 。 潜

航 地 点 （ ＃152 ～156 ） の北 西 方向 。 北 緯18 度30 分 ～19度

00 分 ， 亶£143.度30 分 ～144 度35 分 で囲 まれ た西 マ リア ナ

海 嶺 （Ｒｅｍｎａｎtａｒｃ） であ る。

梅 域 Ｂ: 第 ２ レ グ の 最 初 （11 月22 日 ～24 日）， 台風 避

離 の た め に 爾 方に 移 助 し， 北 緯 ６ 度50 分 ～ ７度50 分 ，東

鰹142K25 分 ～143 度25 分 で 囲 ま れ たカ ロ リ ン海 嶺SQｒＱＩ

Trough の ３重点 と思 わ れる 海 域を 鞨査 した。

海 域 Ｃ: 南 部 マ リ ア ナ海妓 の精 密 海 底 地形 図が 全 くな

か り た た め 。正 確 な 潜航 地 点 を 決 める 目的で ，陶 留 マ リ

ア ナ海 域 を い くつ か の ブ ロ ッ クに 分 け て調査 し た。 特に

潜 航#158 と159 の行 な わ れ た海 溝 陸 綢 斜 面 （ほぽ12 ゛15’

～12 °35'N, 144 °0｛y ～144 °2(/E の 範 囲 ） と 潜航＃164）と

#161 の 行 な わ れ た 背 弧 海 盆 （13 °（X）’～13 °35‘ Ｎ ，

143 °40’～144 °05'E の 範 囲 ） が詳 し く調 査 さ れた 。 前者

はＦｒｙｅｒ（1993 ） に 一 郎 紹 介 さ れ， ま た後者 のデ ータ は

図 ２ と し て す で に 示 し た。 そ の他 ， 潜 航＃157 海 域 か ら

＃158 海 域 へ 向 か うエ リ アも 調 査 し た が， 海 峡 が 悪く ，

得 ら れ た デ ー タは ノ イ ズ が非 常 に多 い もので ある 。

そ の 他: グ ア ム 鳥北 西 のTracey Ｓｅａｍ・ｕｎt（13 °38’

Ｎ，144 °24'E) を11 月 ５ 日と11 月21 日 に， ま たサ イyｆン

鳥 北 方 のRuby Seaitiount （15°37゛N, 145'°34’Ｅ） をｴ1

月20 日 に ， そ れ ぞ れ爾 査 し た。 こ れ ら の海山 はい ず れ も

現 在 活 助 的 な 海底 火山 と考え られ てお り， 今 後の 詳 細な

纜 査 が 期 持 さ れて い る。

３ ． ま と め

199fc年ｕ ～12 月 に か け て行 われ た マ リ アナ海嫉 に おけ

る 「 し ん か い6s00 」 に よ る潜 航跼 査 ， 及 び毋蔔 「 よ こす

か 」 船 上 で 碍 ら れ た 研 究成 果 につ い て ま とめ た． 本 航海

で 得 ら れ た 主 な成 果 は 以下 の とお り で あ る．

川 中 部 マ り ア ナ ト ラ フの.1987 年 に アルビ ン号 が最
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圜 ２ 南 耶マ リアナ 海 域 の 海底 鼈 形 （「よ こ す か 」 の マ ルチ ナ ロ ー ピ ー 亠胃 査| こよ る） と ，「し ん かい6S 口」躪航 点 の位Ｉ

Ｒ・ ２ Bathymetric ｍａｐ ０１ Ihe ＳｅｌｒＭｒ・ Ｍａrｉａｎａ ｉｌｇ１６ｎ （obtained b ｙ multi-narrow ｂｅａｍ ｏｂ腿lｖａ畄 ● ｏｎ board

“ｙｏｋ６４ｕｋａ’）ａｎｄ thelgat ｉａｎｓofaj ｖｅｉtｅｓof ’Ｓｈｉｎｋｊ ６闃ｒ ．

初に熟水活動を発見したサイト（Alic4 Springs Field ）

を再訪し，熟水活戴1が1987年 とほぼ同程度に継続してい

ることを，熟水の最 高温度，熟水性生物群集の密度，及

び熟水の化学組成から明らかにした。

ＪＡＭｓTEcJ.Ｄｓp ｓ●●Ｒ●ｓ･,10（1994）

(2) 南部マリアナ馬弧一海溝域において，最初の潜水

船調査を行･｡ た。マリアナ海溝陸側斜面の海底の観察と

露岩のサンプリングを行うた。

(3) 南部マリアナ馬弧一背弧海盆系(13 °0{}'～13 °40'

jj夕



160

圜 Ｓ 「よ こす か」 の マ ルチ ナｃ － ピ ー 亠で齦 底 地彫 探 査を 行・ た海 域(A.  B, 及 びC ） と 「 し んかい 幃（X）」淘 航 攴 （＃152 ～

＃161 ） の位 闡。 海底 地 形 は 湖 上保 安庁 に よる （ 海躙 毒 号:6 卸| ， 駟02 ，63a4 、6901) 。

Fig.  3 Map ｓho ｗj㎎t 池 Ｉｏｃｌtｉｃｎ４｛Ａ一Ｃ｝ｏｌｂａtｈy 鵬elｒic ｓｌｒ●ｅyｓ by ｌＭ multi-narrOw ｂｅａ飢 ０１ ｂｏａｌｄ "Yofca&ukj" ｓ

well 鴎th 伽ｅ ａｆ the dive sites ｏｒSh 鈿ka1 6800 ’ during lhe Y9204 cruise.  (Bathymetry is lr ａｍ JMSA ｃｈｌrt Ｎ０.

6a01,6301,634 ）3,S304aadS901 】
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N ） のマルチ ナロービーム海暖地形図を初めて作成し

た。拡大輪付近の海山と鳥弧の海山を潜航調査し，海底

玄武岩の採取を行り た。13 °24' N付近の鳥弧海山の山頂

付近で，温度202℃の熱水湧出を発見した。 マリアナ海

域の梅暖熱水活助が，中都から南都にかけて広範な広が

りを持つことが陪1召された。

圃　　 售

本航海中，潜航詞査・研究に最大限ご協力くださ・た

「しλかい6500u」の坂倉勝洵司令 一井田正比古副司令・

福井蚰整食鯤・田代省三潜航長・橘本菊夫航法管制長ll

か運航チームの皆様, JAMSTEC 運航齠運航課の加藉

美志彦課長・井内敏iｒ=黔任匯かの皆欄。また母船「よこ

すか」の兵頑博船長をはじめとする乗組員の皆様に対

し，心よりお礼申し上げる。本研究の一暉は，文部省科

研費 一重点頸城研究 「梅洋フラックス亅（研究代表者：

酒井均）の脯勍を受 けて行われた。
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